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平成２７年度 

第１回中央区環境行動計画推進委員会 

日 時 平成27年８月５日（水）14:00～16:00 

場 所 中央区立環境情報センター研修室２ 

 

【議事の概要】 

 

議題（１） 中央区環境行動計画事業等の推進状況 

区施設の設備運用改善による省エネルギーの結果報告 

委員からの意見等 

１ 空調・換気設備の運転時間が増えているが、その要因を把握しているか。 

２ 運転時間が増えたのは、単に設定温度だけの問題ではないので、具体的な見直し内容と

削減できなかった要因を整理しておいてほしい。 

区の回答 

１ さまざまな年代の人が利用する複合施設のため、設定温度を一定に保てなかったことが

要因と考える。 

２ 要因を整理する。 

 

「中央区役所温室効果ガス排出抑制実行計画」の改定 

委員からの意見等 

１ ７月に課題の抽出・評価を行うスケジュールのようだが、どのような課題があるか。 

２ 次回に改定状況の報告はあるのか。また、改定にあたり、パブリック・コメントは実施

するのか。 

３ 本委員会の意見は、改定案に反映されるのか。 

区の回答 

１ 施設管理マニュアルでどこまで削減できるのかを十分に見極め、目標と取組内容の検討

に反映できるよう、整理しているところである。 

２ 素案の報告を行う予定である。なお、区施設のため、パブリック・コメントを実施する

予定はない。 

３ 反映させる。 
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中央区コミュニティサイクル事業実証実験 

委員からの意見等 

１ 何を実証するための実験か。 

２ 導入のための前向きな実験か。 

３ 導入にあたっての課題はあるか。 

区の回答 

１ ４区（千代田、港、江東、中央）の連携を視野に入れ、約20か所のポートが利用者にと

って適切な場所かどうかを実証する。なお、この20か所は固定的な場所とせず、利用状況

を考慮のうえ、柔軟に対応していきたい。 

２ 導入を前提とした実験である。 

３ ポートの場所がなかなか見つからないが、東京都から公開空地の活用を認めてもらった

ので、大規模な開発に伴い、より適切な場所の確保が期待できる。 

 

事業所向け二酸化炭素排出抑制システムの普及（中央エコアクト）の普及 

委員からの意見等 

１ 今年度の申請がまだ１件もないが、要因は把握しているか。 

２ 重点的な事業なので、少しでも活性化するよう、今後の方向性を整理しておいてほしい。 

区の回答 

１ 提出書類の煩雑さ等、取り組みにくいイメージが強いためと考える。 

２ 方向性を整理していく。 

 

中央エコアクト（家庭用）及び家庭の省エネ｢見える化」の変更 

委員からの意見等 

１ 家庭用エコアクトでは、水道使用量も報告してもらったほうがよい。 

２ 省エネナビの PRはどのように行っているか。 

３ 子どもが夏休みの課題として、省エネナビに取り組むのもいいと思う。 

区の回答 

１ 検討する。 

２ 環境情報センターのイベントで積極的に PRした。今年度から全区民を貸出対象としたの

で、幅広く利用してもらいたい。 

３ 今後とも広く PRしていく。 
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省エネルギー機器・設備の利用拡大 

委員からの意見等 

１ 導入の助成状況はどうか。 

区の回答 

１ 件数は順調で、特にエアコンや LEDが好評である。 

 

中央区の森 

委員からの意見等 

１ CO2の削減にどの程度貢献しているか。 

２ CO2吸収量は公表されているか。 

区の回答 

１ 区の施設全体が排出する CO2のわずか１％程度であるが、区が「中央区の森」を通じて

地球温暖化対策に貢献している姿勢ははっきりと示していきたい。 

２ 冊子「中央区の森環境ふれあい村構想」に掲載されている。 

 

中央区施設管理マニュアル 

委員からの意見等 

１ 各施設で十分に活用されているか把握しているか。 

２ 現場の声を把握しておくことが何よりも大切である。 

区の回答 

１ 今後、ヒアリング等を行っていく。 

２ 作成時に現場の意見を十分に反映させたが、より効果的に活用するよう、改めて各施設

にお願いしていく。 

 

資源持ち去り防止対策 

委員からの意見等 

１ 今年度は、GPS調査を実施するのか。 

２ 各区の実施状況はまとまっているか。 

３ 他区では、リサイクル量に影響を及ぼしているところもあるが、中央区はどんな状況か。 

区の回答 

１ 時期未定だが、本区を含む18区で調整のうえ、実施する予定である。 
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２ まとまり次第報告する。 

３ パトロール等による十分な抑止効果があり、特に影響はない状況である。 

 

議題（２）環境情報センター利用等実績 

委員からの意見等 

１ 展示内容は工夫しているか。 

２ 東京スクエアガーデンと連携したイベントはあるか。 

３ エコテクカンの各企業が連携して、最先端の環境技術の PRなど、積極的な情報発信を行

っていくべきである。 

４ ６月の環境月間を中心に何か大きなイベントを企画したらどうか。 

区の回答 

１ 「もりもりフェスティバル2015」では、企業の活動内容を展示した。展示を充実するこ

とでお互いの競争意識も生まれてくると思う。 

２ 中央エコキッズに登録した小学生を対象として、８月27日に「エコ寺子屋」を開講する

が、環境やエコについて学んでもらい、東京スクエアガーデンのビル全体を見学後、壁新

聞を作成するものである。 

３ 環境情報センターを拠点として、各企業間の連携を図っていきたい。 

４ 検討する。 

 

議題（３）温室効果ガス等排出状況 

議題（４）中央区環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）概要 

委員からの意見等 

１ 学校などは、増改築により、明らかに電気等の使用量が増えるので、削減目標を設定す

るのは疑問に感じる。 

２ 施設の実態に即しながら、目標を変更していったほうがいいと思う。 

３ 実行計画との関係から、目標の変更は難しいのか。 

４ 目標を変更すると、実行計画との矛盾が出るかもしれないので、要因を分析し、施設管

理マニュアルでどこまで削減できるかの見極めを行ったほうがよい。 

５ システムを推進する体制が確立せず、「要改善」と判定されているが、むしろ「不適合」

とすべきではないか。 

６ 体制が確立していても、十分に機能しないこともあるので、今後は、適切に取り組むよ

う指導してほしい。 
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区の回答 

１ 上位計画である「中央区役所温室効果ガス排出抑制実行計画」は、増改築などの要因も

踏まえたうえで策定されたものであり、これに基づき、毎年度目標を設定している。 

２ 実行計画改定に向けての課題整理をしていくなかで、検討していく。 

３ 変更は可能だが、今年度が実行計画の最終期間となるので、まずは課題の総括的な整理

が必要と考える。 

４ 要因の分析を行っていく。 

５ 特定の職員がほとんど一人で行っていたケースだが、きちんと役割分担もされており、

体制が全く確立していなかったわけではない。 

６ 指導していく。 

 

以上 


